
     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                                                

 

 

 

 

 

 
＜今年も「手賀沼トライアスロン」やっていました（8/18） 

タンデム（視覚障害）パラリンピック選手が出ていました＞ 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30                

火曜けやきプラザ教室  部屋の変更‼ 8階から 

１１階“ウナきちさん家”になりました。 

１０階「市民活動ステーション」（大会議室）はそのままです。 

金曜は湖北駅前教室 「北口はるか」 （つくばね会）と、 

湖北台教室 「湖北台市民センター」（消防署隣り） 

「我孫子市子ども学習支援教室」

月曜 布佐ステーションホール」は、工事のため9月中休講 

 木曜は、けやきプラザ11階 「うなきちさん家」 

 （問い合わせ先：社会福祉課、電話０４－７１８５－１１１１（内線３９５） 

 
“貧しかった”昔の話 その１ 

母は私が高校を卒業するまで父の収入では足りず、内職を続けていま

した。パジャマを縫うもので、深夜までミシンを“踏んで”いて、父はそれが

嫌でよく夫婦喧嘩をしていました。父は子どもの教育には無関心で、大学

へ行きたかったら自分で働いて行くように言われ、私は就職しその後入学

金を貯めて働きながら大学へ行きました。 

昔そういう人はたくさんいて、それが苦労だとは思いませんでした。私は

もっと文学や芸術の勉強をしたいいうだけで、どこにいても本ばかり読んで

いました。勉強したいのに働かなければならないのは国が貧しいからで、

日本はそういう国で、貧しい人は放置される国と思っていました。 

しかし私は、自分が勉強できないのを他人のせいにはしたくありません

でした。そしてどこで生きるにしても自分から逃げることはできないと思いま

した。昼間大学ヘ行き、夜働く生活は、学生の生活と社会人の生活を行き

来し、他の人にはできない不思議な世界を生きている、という気持ちでし

た。 

そこで私は誰よりも多くの人との出会いがあり、励まされました。 （続く） 

連絡先：相澤（あいざわ）   

☎又はＣメール： ０９０－４２４０－１９７５   

Eメール :  aizy9242@yahoo.co.jp  

ホームページ：abikoplus.web.fc2.com 

 

“プラス・ワン賛助会”へ財政支援のお願い。 

教室が増え、会も大きくなり、助成金を頼らずに運営ができるように、

一昨年“プラスワン賛助会”を立ちあげました。 

皆様の財政支援が活動の源です。どうぞよろしくお願いします。 

会費は郵便振替で下記へお振込み下さい。1年 2千円（一口）です。

振込先 「あびこプラス・ワン賛助会」  

加入者番号 ００２５０－２－８７３５７ （手数料ご負担お願いします）  

mailto:aizy9242@yahoo.co.jp

